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ポ
イ
捨
て
を
な
く
す

に
は

　
　　
南　
賢
治 

議
員

建
設
事
業
に
新
た
な
体
制
を

「
東
大
高
保
育
園
」
「
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
」
「
あ
お
ぞ

ら
園
」
の
建
設
事
業
の
体
制
は
。

町長
「
東
大
高
保
育
園
」
お
よ

び
「
あ
お
ぞ
ら
園
」
の
新

築
工
事
は
、
令
和
３
年
度
に
基
本
設

計
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た

「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
の
新
築
工

事
は
、
令
和
５
年
度
に
基
本
設
計
を

行
い
、
順
次
、
整
備
を
進
め
て
い
く

計
画
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
各
施
設
の
性

格
を
考
慮
し
、
既
存
の
施
設
周
辺
を

建
設
予
定
地
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
既
存

の
施
設
を
運
用
し
な
が
ら
の
建
て
替

え
と
な
り
、
複
数
の
所
管
に
よ
る
調

整
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
10
月
に

企
画
政
策
課
を
事
務
局
と
し
、
企
画

部
長
お
よ
び
総
務
課
、
都
市
計
画

課
、
子
育
て
支
援
課
、
学
校
教
育
課

の
各
課
長
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
を
加
え
た
７
名
に
よ
り
「
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
・
東
大
高
保
育
園
等

建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ

て
検
討
し
て
い
る
。

現
在
、
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
各
施
設
の
配
置
や
全
体
の
整
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
と
も
に
、
整
理
す

べ
き
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
る
。

課
題
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
配

置
計
画
は
も
と
よ
り
、
地
盤
や
地

質
、
施
設
に
伴
う
道
路
や
排
水
、
将

来
人
口
な
ど
を
見
据
え
た
施
設
規
模

な
ど
が
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
各
分
野

が
横
断
的
に
関
わ
る
必
要
が
あ
る
。

少
数
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
が
さ
れ
て
い
る
。
１
人

１
回
の
ポ
イ
捨
て
の
ご
み
量
は
小
量

か
も
し
れ
な
い
が
、
数
人
が
何
回
も

繰
り
返
し
た
な
ら
こ
れ
は
大
量
の
ご

み
の
不
法
投
棄
と
同
じ
。

町
内
の
ポ
イ
捨
て
の
状
況
は
。

経
人
家
が
少
な
く
人
目
に
つ

か
な
い
一
部
地
域
で
は
走

行
中
の
車
や
停
車
中
の
車
窓
か
ら
の

「
ポ
イ
捨
て
」
が
あ
る
。
特
に
休
耕

地
や
空
き
地
な
ど
で
草
が
伸
び
、
管

理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
土
地
は

「
ポ
イ
捨
て
」
が
多
い
。

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
拾
っ

て
み
る
と
、コ
ン
ビ
ニ
や
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
店
で
購
入
し
車
内
で
消

費
さ
れ
た
形
跡
が
多
く
あ
っ
た
。
そ

れ
ら
を
販
売
し
て
い
る
店
へ
の
ゴ
ミ

散
乱
防
止
へ
の
協
力
依
頼
は
さ
れ
て

い
る
の
か
。

経
現
在
、コ
ン
ビ
ニ
や
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
店
へ
の
、
ご

み
散
乱
防
止
の
協
力
依
頼
は
行
っ
て

い
な
い
。
今
後
は
、
コ
ン
ビ
ニ
や

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
に
ポ
ス
タ
ー

な
ど
の
掲
示
を
お
願
い
す
る
な
ど
、

多
く
の
事
業
者
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
取
り
組
み
な
ど
を
検
討
し
て
い

く
。

啓
発
・
啓
蒙
用
の
看
板
に
外

国
語
表
記
を
加
え
て
、
多
く

の
外
国
人
に
わ
か
り
や
す
く
、
啓
発

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
い
か
が

か
。

経
現
在
、
用
意
し
て
い
る
看

板
は
日
本
語
で
表
記
さ
れ

て
い
る
た
め
、
外
国
人
の
方
に
は
伝

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
現
場
の
状
況
に
合
わ
せ
外
国
語

を
標
記
し
た
看
板
の
設
置
な
ど
外
国

人
の
方
に
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
る

よ
う
に
努
め
て
い
く
。

今
後
の
建
設
事
業

を
問
う

き
ず
な

　
　
青
木　
宏
和 

議
員

▲試行的に多国籍用に
　設置した看板

▲建て替えられる東大高保育園

●あおぞら園とは
心身の発達に不安や悩みを持つお子さんとお母さんが一緒に通園する母子通園施設（児童発達支援）
です。日常生活における親子の愛着形成や、基本的生活習慣の自立、集団生活への適応性を身につ
けていくことを支援します。
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「
飲
食
応
援
ク
ー
ポ
ン
券

事
業
」で
事
業
者
支
援

　
　　
本
村　
強 

議
員

武
豊
駅
東
・
み
ゆ
き

通
り
の
今
後
は

政
和
ク
ラ
ブ

　
　
久
野　
勇 

議
員

知
多
武
豊
駅
東
土
地
区
画
整
理

事
業
、
み
ゆ
き
通
り
の
拡
幅
計
画
が

進
み
、
駅
前
が
大
き
く
変
貌
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

区
画
整
理
で
重
点
的
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
は
。

建
活
力
あ
る
駅
前
中
心
市
街

地
の
再
生
と
再
構
築
を
目

標
と
し
、
火
災
や
地
震
な
ど
に
対
す

る
防
災
機
能
の
強
化
、
駅
利
用
者
の

交
通
安
全
確
保
と
共
に
、
ま
ち
の
東

側
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
と
し

た
。
具
体
的
に
は
、
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
、
緊

急
車
両
の
進
入
路
を
確
保
し
、
火
災

に
よ
る
延
焼
や
、
地
震
に
よ
る
倒
壊

の
被
害
拡
大
を
抑
制
す
る
た
め
、
公

園
や
公
共
施
設
を
効
果
的
に
配
置
し

た
。

み
ゆ
き
通
り
拡
幅
工
事
の
内

容
お
よ
び
状
況
は
。

建
愛
知
県
に
よ
り
、
名
鉄
知

多
武
豊
駅
北
の
踏
切
か
ら

東
へ
約
２
３
０
ｍ
、
武
豊
小
学
校
へ

向
か
う
交
差
点
ま
で
の
区
間
を
道
路

幅
員
16
ｍ
、
両
側
に
３
・
５
ｍ
の
歩

道
を
設
置
す
る
計
画
。
今
後
は
、
防

災
の
観
点
か
ら
無
電
柱
化
を
進
め
る

予
定
と
聞
い
て
い
る
。

魅
力
あ
る
駅
周
辺
エ
リ
ア
に

す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

町長
研
究
会
、
協
議
会
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
関
係
の
皆

さ
ま
に
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
参
加
・

協
力
し
て
い
た
だ
き
共
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
今
後
も
引
き
続
き
各
関
係

の
皆
さ
ま
と
連
携
を
図
り
、
魅
力
あ

る
整
備
を
進
め
る
。

愛
知
県
で
は
、
2
月
28
日
で
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
の
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
が
、今
な
お
、

感
染
者
は
散
見
さ
れ
て
い
る
。
多
く

の
町
民
、
事
業
者
も
そ
の
影
響
を
受

け
て
い
る
が
、
特
に
飲
食
関
連
の
事

業
者
が
受
け
て
い
る
影
響
は
多
大
で

あ
る
。
県
の
時
短
要
請
に
応
じ
て
い

る
事
業
者
は
協
力
金
を
受
け
て
い
る

が
、
昼
間
営
業
の
喫
茶
店
、
カ
ラ
オ

ケ
喫
茶
な
ど
は
、
対
象
外
と
し
て
協

力
金
の
受
給
が
で
き
て
い
な
い
。

感
染
症
対
策
協
力
金
の
第
2
弾
を

県
協
力
金
の
対
象
と
な
ら
な

い
事
業
者
に
対
し
て
、
町
独

自
の
協
力
金
を
支
給
す
る
考
え
は
。

経
現
在
の
と
こ
ろ
、
町
独
自

の
協
力
金
の
支
給
は
考
え

て
い
な
い
。
し
か
し
、
町
内
の
飲
食
事

業
者
に
お
い
て
は
、
感
染
拡
大
の
影

響
で
、
前
年
に
比
べ
て
売
り
上
げ
が

下
が
る
な
ど
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

を
受
け
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
令
和
3
年
度
予
算

に
「
飲
食
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
」

を
組
み
入
れ
、
支
援
を
し
て
い
く
。

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
と
い
う
間

接
的
な
支
援
よ
り
も
、
事
業

者
に
対
す
る
直
接
支
援
の
方
が
効
果

的
だ
し
、
予
算
的
に
も
少
な
く
て
済

む
と
思
う
が
ど
う
か
。

経
対
象
事
業
者
の
線
引
き
が

難
し
く
、
制
度
設
計
に
苦

慮
し
て
い
る
。
近
隣
市
町
に
お
い
て

は
支
援
を
し
て
い
く
と
こ
ろ
も
あ
る

の
で
、
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

予
約
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設

置
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

福
保
健
セ
ン
タ
ー
に
専
用
の

8
回
線
を
準
備
し
て
対
応

す
る
。
高
齢
者
向
け
の
ク
ー
ポ
ン
券

（
接
種
券
）
発
送
に
合
わ
せ
て
開
設

す
る
。

▲知多武豊駅東土地区画整理事業の現在

●無電柱化とは
道路の地下空間を活用して、電力線や通信線などをまとめて収容する電線共同溝などの整備による電線
類地中化や、表通りから見えないように配線する裏配線などにより道路から電柱をなくすことです。「景観・
観光」「安全・快適」「防災」などへ、さまざまな効果があります。
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感
染
症
の
早
期
収
束
に
尽
力
が

必
要
。

漏
れ
の
な
い
対
策
を

感
染
症
対
策
と
し
て
新
年
度

予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
業

に
は
何
が
あ
る
か
。

町長
「
飲
食
応
援
ク
ー
ポ
ン
券

事
業
」
災
害
時
の
「
応
急

救
護
所
感
染
症
予
防
対
策
事
業
」そ

し
て
「
非
接
触
型
自
動
水
栓
整
備
事

業
」
の
３
事
業
。
そ
の
ほ
か
、
届
出

書
類
の
郵
送
活
用
、
リ
モ
ー
ト
会
議

の
実
施
、
各
種
検
診
業
務
の
見
直
し

な
ど
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
を
意
識
し
た
事
業
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

高
齢
者
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
開
始
さ
れ
、
順
次
接
種
が

続
け
ら
れ
る
。
本
町
は
１
千
人
を
超

え
る
外
国
人
が
生
活
し
て
い
る
が
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
接
種
情
報
の
多

言
語
対
応
は
。

福
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
外
国

人
向
け
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

情
報
も
掲
載
し
、
世
帯
主
宛
て
の
送

付
案
内
に
よ
り
、
外
国
語
対
応
を
考

え
て
い
る
。
特
別
定
額
給
付
金
事
業

の
際
、
事
業
主
や
関
係
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
支
援
も
得
た
の
で
、
同
様
に

協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
日
時
を
振
り
分
け
る

も
の
の
、
現
役
世
代
は
夜
間
や
休
日

の
接
種
を
希
望
す
る
と
思
わ
れ
る
。

接
種
を
平
準
化
し
早
期
完
了
す
る
た

め
、
接
種
時
間
を
欠
勤
扱
い
し
な
い

よ
う
に
事
業
主
に
働
き
か
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

福
国
の
動
向
も
日
々
変
化
し

て
い
る
た
め
、
注
視
し
状

況
に
あ
っ
た
対
応
を
し
て
い
く
。

「
乳
が
ん
」
の
約
60
％
以
上
は
、

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
、
早
期
発
見
で
の
10
年
生
存
率
は

約
90
％
と
な
り
ま
す
。

早
期
発
見
に
は
自
己
健
診
が
大
事

乳
が
ん
検
診
の
状
況
は
。

福
本
町
に
お
け
る
受
診
者
数

は
約
1
2
0
0
人
で
精
密

検
査
が
必
要
な
方
は
約
70
人
前
後
で

あ
る
。が

ん
検
診
受
診
率
向
上
に
向

け
た
「
コ
ー
ル
リ
コ
ー
ル
」

の
取
り
組
み
状
況
は
。

町長
「
乳
が
ん
検
診
」
の
対
象

者
へ
無
料
の
ク
ー
ポ
ン
を

発
送
し
、
受
診
さ
れ
な
い
方
へ
の
再

推
奨
を
実
施
し
て
い
る
。

乳
が
ん
は
、
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
と

言
わ
れ
る
15
歳
か
ら
39
歳
の

女
性
が
、
特
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が

大
事
で
、
若
い
世
代
か
ら
抵
抗
な
く

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
き
、
早
期
発
見

に
役
立
つ
「
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
」
の
配
布
に
つ
い
て
の
考
え
は
あ

る
か
。

福
乳
が
ん
は
、
ご
自
身
で
触

診
に
よ
り
発
見
で
き
る
、

唯
一
の
が
ん
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
ご
自
宅
で
触
診
を
習

慣
づ
け
る
グ
ッ
ズ
と
し
て
「
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
と
い
う
、
自
己

触
診
法
を
記
載
し
た
シ
ー
ト
の
配
布

や
、
紹
介
を
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
。
ま
た
、
昨
年
度
、
愛
知
県
の
が

ん
対
策
に
関
す
る
施
策
「
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

際
、
啓
発
グ
ッ
ズ
と
し
て
「
乳
が
ん

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
配

布
し
た
と
も
伺
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
乳
が
ん
検
診
の
際
に
「
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
の
周
知
を
、

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▲町ホームページの
　ワクチン接種に関する
　町QRコード
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乳
が
ん「
セ
ル
フ

チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
」を

公
明
党
議
員
団

　
　
鳥
居　
美
和 

議
員

感
染
症
へ
の
継
続

対
策
を

き
ず
な

　
　
石
原　
壽
朗 

議
員

●AYA世代とは
AYAとは、「Adolescent and Young Adult（思春期や若年成人）」の略で、一般的
に15歳から39歳までの年齢層の人を指し、主にがん医療において用いられています。



武
豊
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
が
表
明
さ
れ
、
２
０
５
０
年
度

ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
を
目
指
す
。

武
豊
町
第
3
次
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
の
評
価
は
。

経
電
気
や
燃
料
の
使
用
お
よ

び
公
用
車
の
走
行
な
ど
で

排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
、
計

画
期
間
内
に
２
％
削
減
す
る
目
標
で

あ
っ
た
が
、
夏
場
の
平
均
気
温
上
昇

に
よ
り
、
施
設
の
電
気
・
ガ
ス
使
用

量
が
増
加
し
目
標
達
成
に
至
ら
な

か
っ
た
。
今
後
も
一
層
の
削
減
努
力

が
必
要
と
考
え
る
。

現
在
進
行
中
の
武
豊
町
第
4

次
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
の
状
況
は
。

経
平
成
29
年
度
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
か
ら
5
％
削

減
を
目
標
に
、
公
用
車
の
燃
料
使
用

量
の
削
減
、
電
気
・
ガ
ス
使
用
量
の

削
減
、
事
務
用
紙
の
使
用
量
の
適
正

化
、
ご
み
減
量
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
、
グ
リ
ー
ン
購
入
の
推
進
、

公
共
工
事
に
お
け
る
環
境
配
慮
の
６

つ
の
項
目
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

武
豊
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
へ
の
取
り
組
み
を
ど
う

考
え
る
。町長

将
来
に
わ
た
っ
て
健
康

で
安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
、
次
世
代
へ
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、
住
民
・
地

域
・
企
業
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

2
0
5
0
年
度
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
へ
の
挑
戦
を
宣

言
し
た
。

自
宅
学
習
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

家
庭
内
の
通
信
環
境
に
問
題
が

あ
る

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応

や
、
自
宅
学
習
な
ど
へ
の
使

用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

教
不
登
校
児
童
生
徒
に
は
、

適
応
指
導
教
室
ス
テ
ッ
プ

で
、
学
校
と
同
様
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

の
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い

る
。
自
宅
学
習
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

問
題
や
家
庭
内
の
通
信
環
境
に
問
題

が
あ
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
含

む
情
報
部
会
で
検
討
し
て
い
る
。

他
の
自
治
体
の
事
例
な
ど
を
参
考

に
、
引
き
続
き
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

具
体
的
な
状
況
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

教
自
宅
学
習
で
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
用
い
て
何
を
さ

せ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
利
活
用
し

て
い
く
の
か
、
他
市
町
の
事
例
も
含

め
て
研
究
し
て
い
る
。

ま
た
、タ
ブ
レ
ッ
ト
に
は
、個
人
情

報
が
含
ま
れ
る
学
習
ソ
フ
ト
や
教
科

の
教
材
な
ど
が
あ
る
た
め
、家
庭
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
使
用
し
た
際
、

個
人
情
報
の
漏
洩
や
有
害
サ
イ
ト
へ

の
閲
覧
制
限
な
ど
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

問
題
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
る
。

社
会
現
象
に
も
な
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
ル
ー
ム
が
多
く
あ
り
、
持
ち
帰
り
の

実
施
事
例
報
告
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

愛
知
県
立
高
校
で
は
今
年
度
中
に
、

持
ち
帰
り
を
前
提
と
し
た
国
内
最
大

規
模
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
本
町
の
子
ど
も
た
ち
が
高

校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
出
遅
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
経
済
格
差
に
よ

る
教
育
格
差
を
緩
和
す
る
た
め
に
も
、

早
期
実
現
を
強
く
要
望
し
ま
す
。 ▲図工資料を

　タブレットで撮影

▲宣言書と大臣からの激励文
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個人質問

トピックス

町政への質問

地
球
温
暖
化
防
止

の
取
り
組
み

き
ず
な

　
　
鈴
木　
一也 

議
員

タ
ブ
レッ
ト
持
ち
帰
り
の

早
期
実
現
を
！

政
和
ク
ラ
ブ

　
　
櫻
井　
雅
美 

議
員

●ゼロカーボンシティとは
「2050 年に温室効果ガスの排出量、または二酸化炭素を実質ゼロにすることを目指す旨を県知事、
市町村長自らが、または地方自治体として公表された地方自治体」をゼロカーボンシティとしています。
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